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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

＜住民自治会関係会議等＞

12日(金)市政協力員例会

16日(火)運営委員会

17日(水)広報部会

日奈久の人口
（９月末現在）

男 1117人

女 1364人

計 2481人

(前月比-２人)

(2009年末3444人)

令和３年１１月号
（第１４７号）

発行者

日奈久住民自治会

3日(水) 文化の日
15日(月)温泉神社例大祭
23日(火) 勤労感謝の日
24日(日)～31日(日)

「日奈久美術展」

11月の行事から

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

敬
老
の
日
を
催
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
、
９
月
20
日
に
「
社
会
奉
仕
の
日
」

と
し
て
、
一
斉
奉
仕
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
が
、
昭
和
59
年
度
に
神
奈
川
県
で
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
２
年
後
に
全
老
連

に
お
い
て
、
全
国
三
大
運
動
の
一
つ
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
花
の
あ
る
ま
ち
、
ゴ
ミ
の
な
い
ま
ち
」

「
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
」
「
き
れ
い
な

地
球
を
子
ど
も
た
ち
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
奈

久
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
、
各
ク
ラ
ブ
で

日
に
ち
を
決
定
し
、
奉
仕
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

早
朝
よ
り
集
合
し
落
ち
葉
の
清
掃
や
草

刈
り
、
剪
定
や
石
碑
等
の
清
掃
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
特
に
小
学
校
の
剪
定
で
は
、

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
３
つ
見
つ
か
り
、
駆

除
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」

校
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
取
組
紹
介

わんちゃん大集合
シュナマーチ・犬フェス盛況

10
月
９
日(

土)

、
10
日(

日)

は
、
良
い
天
気
の
も
と
、
日
奈

久
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
シ
ー
・
湯
・

遊
に
お
い
て
、
シ
ュ
ナ
マ
ー
チ

と
犬
フ
ェ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。１

日
目
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
シ
ュ

ナ
ウ
ザ
ー
と
そ
の
飼
い
主
の
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
は

も
ち
ろ
ん
、
九
州
各
県(
遠
く
は

山
口
県)

か
ら
約
75
組
が
集
ま
り

ま
し
た
。

２
日
目
は
、
様
々
な
種
類
の

犬
が
、
大
集
合
で
し
た
。
こ
の

日
も
九
州
各
県
か
ら
約
２
５
０

人
約
４
０
０
頭
が
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
に
両
日
と
も
ゲ
ー

ム
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

あ
り
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
あ
り
の
楽

し
い
交
流
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
「
ド
ッ
グ
マ
ル
シ
ェ
」

や
「
フ
ー
ド
エ
リ
ア
」
も
あ
り
、

家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
市
原
実
幸
さ

ん
の
祖
母
の
嶋
崎
フ
ミ
子
さ
ん

が
、
浜
町
に
お
住
ま
い
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
縁
も
あ
っ
て
「
少

し
で
も
日
奈
久
の
活
性
化
に
繋

が
れ
ば
」
と
の
思
い
で
開
催
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
旅
館
組
合
も

要
請
に
応
え
、
８
旅
館
が
協
力

し
、
宿
泊
客
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。

「
待
て

グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
飼
い

主
の
指
示
に
「
待
て
」
を
す
る
犬

た
ち

日奈久小学校の除草及び剪定作業

（老人クラブ「千代永会」）

日奈久阿蘇神社の除草及び清掃

作業（老人クラブ「大明神会」）

日奈久温泉駅構内の除草及び清掃

作業（老人クラブ「鶴寿会」）
ばんぺい湯前広場の清掃作業

（老人クラブ「いそみ会」）

秋
葉
神
社
祭
礼

厳
か
に
神
事

秋
葉
神
社
の
祭
礼
は
、
毎
年
旧
暦
の
８
月

24
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
９
月
30
日(

木)

午
後
５
時
30
分

よ
り
、
小
林
宮
司
を
は
じ
め
、
湯
の
里
振
興

会
の
今
田
会
長
や
消
防
団
員
が
参
加
し
、
厳

か
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
前
は
、

山
の
山
頂
付
近
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
22

年
か
ら
現
在
の
場
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

日
奈
久
に
火
災
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
に
と
の
願

い
で
、
長
い
間
守
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
お
参
り
を
さ
れ
た
後
、
鳩
山
の
記

念
碑
に
移
動
し
、
冥
福
を
祈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
天
気
も
良
く
、
青
空
の

下
、
鳩
山
沖
の
海
は
青
く
輝
い
て
い
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
現
地
を
訪
れ
て
、
事
件

を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
継
続
し
て
取

り
組
ま
れ
る
津
森
小
学
校
の
先
生
。
現

地
を
訪
問
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に

「
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
を
実
感
さ

れ
た
よ
う
で
し
た
。
お
互
い
に
命
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
語
り
伝
え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

「
命
の
大
切
さ
」
を

学
ん
で

津
森
小
の
先
生
訪
問

10
月
16
日(

土)

午
前
９
時
30
分
、

津
森
小
学
校
の
７
名
の
先
生
が
日

奈
久
を
訪
問
さ
れ
、
津
森
小
学
校

遭
難
の
碑
公
園
の
中
を
清
掃
さ
れ

ま
し
た
。

毎
年
、
津
森
小
に
来
ら
れ
た
先

生
を
中
心
に
、
夏
休
み
期
間
中
に

遭
難
事
件
の
こ
と
を
学
ば
れ
る
そ

う
で
す
。
そ
し
て
、
職
員
そ
ろ
っ

て
８
月
の
お
盆
前
頃
に
遭
難
の
碑

公
園
を
訪
れ
、
清
掃
活
動
を
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
防
止

対
策
が
出
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
「
日
奈

久
の
方
々
が
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ

て
お
り
、
短
時
間
で
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
校
長
先
生
は

10
月
18
日(

月)

開
催
の
運
営
委
員
会

か
ら
、
記
事
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
主
な

事
項
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

○
町
内
連
絡
委
員
会

・
日
奈
久
小
中
学
校
南
側
の
防
犯
灯
の
木

柱
が
、
老
朽
化
に
よ
り
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
木
柱
３
本
を
撤
去
し
ま
す
。
防

犯
灯
は
、
道
向
か
い
の
九
電
の
電
柱
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
設
置
予
定
で
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

・
令
和
３
年
度
市
民
体
育
祭
は
、
こ
れ
か

ら
の
競
技
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と
な

り
、
今
年
度
の
成
績
が
決
定
し
ま
し
た
。

日
奈
久
は
総
合
16
位(

昨
年
は
20
位)

で
、

躍
進
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
旅
館
組
合

・
球
磨
川
豪
雨
災
害
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
球
磨
川
リ
バ
イ
バ
ル
ト
レ
イ
ル
」
が
、

令
和
４
年
３
月
４
日
～
６
日
ま
で
の
日
程

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
し
い
内
容

が
分
か
り
次
第
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

匠
の
仕
事
に
感
銘

た
く
み

上
野
浩
之
・
浩
平
作
陶
展
開
催

あ
が
の

上
野
窯
12
代
当
主
上
野
浩
之
さ
ん
と
長

男
浩
平
さ
ん
の
親
子
展
が
、
10
月
13
日
か

ら
18
日
ま
で
熊
本
市
鶴
屋
デ
パ
ー
ト
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
２
年
間
に
制

作
さ
れ
た
２
０
０
点
ほ
ど
の
高
田
焼
き
の

器
な
ど
が
、
次
々
に
訪
れ
る
参
観
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

上
野
さ
ん
は
、
「
日
奈
久
産
出
の
粘
土

か
ら
の
土
づ
く
り
が
重
要
で
、
４
０
０
年

の
高
田
焼
き
の
伝
統
を
守
り
抜
く
こ
と
と

現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
加
味
し
て
い
く
バ

ラ
ン
ス
が
難
し
い
で
す
。
親
子
の
表
現
の

違
い
を
見
て
く
だ
さ
い
。
」
と
話
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
細
川
公
が
求
め
た
器
の
図

案
も
展
示
さ
れ
、
そ
れ
を
現
代
的
に
表
し

た
作
品
な
ど
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
伝
統
の

技
、
象
嵌
の
美
し
さ
に
参
観
者
は
心
を
奪
わ
れ
て
い

ぞ
う
が
ん

る
よ
う
で
し
た
。

象
嵌
は
、
生
乾
き
の
陶
土
に
彫
り
込
み
を
入
れ
、

色
の
違
う
陶
土
を
埋
め
込
ん
で
文
様
を
見
せ
る
技
法

で
す
。
細
か
な
手
数
を
必
要
と
し
ま
す
。

作品に見入る訪問者

日
奈
久
阿
蘇
神
社

秋
季
例
大
祭
斎
行
さ
れ
る

今
年
の
請
元
は
、
竹
之
内
町
で
し
た
。

10
月
14
日(

木)

に
前
夜
祭
、
15
日(

金)

に
本
祭
、
16
日(

土)

に
二
日
祭
が
、
共
に

神
事
の
み
で
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

下
田
宮
司
の
祝
詞
が
捧
げ
ら
れ
、
厳
粛

の
り
と

に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
祭
が

終
了
後
、
み
ず
ほ
保
育
園
の
園
児
達
が
参

拝
し
、
年
長
の
さ
く
ら
組
の
「
乙
女
の
舞
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

園児が可愛い舞を披露

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に

中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
、

明
る
い
話
題
を
提
供
し
よ
う
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
第
10
回

を
迎
え
ま
し
た
。
日
奈
久
美
術
愛

好
会(

会
員
31
名)

の
皆
さ
ん
の

洋
画
、
水
墨
画
、
工
芸
手
芸
、
写

真
な
ど
20
名
分
48
作
品
が
、
一
堂

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

先
日
亡
く
な
ら
れ
た
吉
田
会
長
が

撮
ら
れ
た
写
真
も
あ
り
ま
す
。

日奈久美術展開催中 会場:日奈久ゆめ倉庫10月24日～31日

遭
難
の
碑
の
前
で
記
念
撮
影

今年もそろった力作

日奈久のまちに火災が起こら

ないようにと祈る関係者

街
角
ス
ナ
ッ
プ

「憩いの広場」に季節外れの桜
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２

９
月
に
県
高
校
文
化
連
盟
写
真
専
門

部
２
０
２
１
年
度
前
期
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

県
内
33
校
か
ら
１
０
２
７
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
最
優
秀
賞

(

熊
日
賞)

に
大
坪
町
の
濱
田
理
恵
さ
ん

（
八
代
白
百
合
学
園
１
年
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
優
良
賞
に
同
じ
く
大

坪
町
の
山
下
夢
生
さ
ん(

同)

が
選
ば
れ

ま
し
た
。
二
人
は
、
昨
年
の
夏
の
八
代

白
百
合
学
園
高
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
写
真
部
の
展
示
を
見
て
い
た

と
こ
ろ
、
顧
問
の
中
西
琢
也
先
生
に
声

を
掛
け
ら
れ
、
受
験
し
ま
し
た
。
入
学

後
写
真
部
に
入
部
、
間
も
な
い
中
で
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

濱
田
さ
ん
の
『
僕
ら
の
通
学
路
』
は
、

「
阿
蘇
に
行
っ
て
駄
菓
子
屋
の
写
真
を

撮
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
下
校
中
の
子

ど
も
達
が
来
た
の
で
、
一
緒
に
撮
影
し

た
」
と
の
こ
と
で
す
。
ど
こ
か
懐
か
し

い
昭
和
の
香
り
が
す
る
風
景
と
幼
い
子

ど
も
達
の
下
校
風
景
が
見
事
に
マ
ッ
チ

し
、
懐
か
し
さ
と
共
に
暖
か
さ
を
感
じ

る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

濱
田
さ
ん
は
、
「
最
優
秀
賞
を
取
っ

て
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

私
な
ん
か
が
も
ら
っ
て
良
い
の
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
周
り
の
人
達
か
ら

お
め
で
と
う
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
技
術

が
高
く
、
思
い
の
こ
も
っ
た
写
真
を
撮
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

山
下
さ
ん
の
『
こ
の
町
で
』
は
、
３

枚
組
の
写
真
で
す
。
「
一
日
で
仕
上
げ

た
の
で
は
な
く
、
鏡
町
に
何
度
も
行
っ

て
出
会
っ
た
人
達
と
話
を
し
て
撮
っ
た

写
真
」
で
す
。
そ
の
町
で
暮
ら
す
人
と

の
語
ら
い
を
通
し
た
こ
と
で
、
人
々
の

暮
ら
し
ぶ
り
が
、
よ
り
よ
く
伝
わ
る
作

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
下
さ
ん
は
、
「
自
分
も
賞
を
も
ら
っ

「僕らの通学路」

◇
俳
句
◇

【
大
賞
】

月
が
ま
る
く
て
嘘
の
つ
け
な
い
母
の
い
る

う
そ

山
田
節
子(

美
里
町)

―
一
般
の
部
―

【
秀
作
】

秋
夕
焼
神
話
の
村
が
消
え
て
ゆ
く

あ
き
ゆ
や
け

宮
澄
陸
子
（
美
里
町
）

カ
フ
カ
読
み
終
へ
て
晩
夏
に
栞
抜
く

し
お
り

清
水
明
美
（
八
代
市
）

爽
や
か
な
波
音
に
向
き
慰
霊
の
碑

佐
藤
澄
世
（
菊
陽
町
）

【
入
選
】

岩
城
恵
美
子
（
八
代
市
）
、
田
代
幸
子

（
宇
土
市
）
、
中
上
ひ
ろ
し
（
宇
土
市
）
、

上
村
益
穂
（
熊
本
市
）
、
中
崎
公
夫
（
菊

池
市
）ー

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
―

【
秀
作
】

道
場
に
響
く
気
合
い
と
扇
風
機

東
坂
柊
哉
（
鏡
中
３
年
）

短
夜
に
え
ん
ぴ
つ
の
音
響
く
か
な

花
田
美
子
（
鏡
中
３
年
）

く
り
の
実
は

と
っ
て
も
お
い
し
い
た
か
ら
ば
こ

丸
山
た
く
み
（
日
奈
久
小
４
年
）

【
入
選
作
品
】

日奈久郵便局賞

山本梓乃（八代市）

ＤＭＯやつしろ賞
内田斗碧

(八代市 中１年)

日奈久温泉

旅館組合賞

大島灰慈(八代市)

【
佳
作
】

齊
藤
の
り
子(

熊
本
市)

、
今
田
豊
子
（
八
代
市
）

鍬
本
恵
子(

八
代
市
）
、
竹
下
喜
美
子
（
八
代
市
）

湯
治
美
代
子(

芦
北
町)

、
渡
辺
久
己
（
八
代
市
）

山
﨑
照
子
（
山
鹿
市
）
、
田
頭
房
子
（
出
水
市
）

坂
田
靖
子
（
山
都
町
）
、
今
福
和
歌
子
（
八
代
市
）

藤
門
葉
子
（
八
代
市
）
、
宮
野

明
（
八
代
市
）

山
戸
節
代
（
熊
本
市
）
、
前
田
タ
ミ
子
（
八
代
市
）

篠
田
眞
由
美
（
山
都
町
）
、
谷
口
真
菜
（
八
代
市

中
３
年
）

応
募
数
１
１
０
点

（
内
訳
）
絵
手
紙
93
点

俳
画
17
点
、
一
般
84
点
、

中
学
生
以
下
26
点

五
嶋
カ
ツ
ヱ
（
山
都
町
）

【特選作品】実行委員長賞 ◇
絵
手
紙
・
俳
画
◇

山口みゆう(熊本市10歳)

日奈久温泉センター
ばんぺい湯賞

小﨑洋子(熊本市)

審査員特別賞
（12枚組）

角 義雄(八代市)

湯の里
日奈久振興会賞
大堂智津代(出水市）

絵
手
紙
・
俳
画
作
品
展

会
場

潮
青
閣
１
階
ロ
ビ
ー

会
期

10
月
10
日
～
31
日

全
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
11
月
か
ら
は
、
日
奈
久
郵
便

局
で
展
示
予
定
で
す
。

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
少
な
い
人

数
の
中
に
入
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん

の
人
達
を
笑
顔
に
出
来
る
よ
う
な
写

真
を
撮
り
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

俳
句
、
絵
手
紙
・
俳
画
の
力
作
そ
ろ
う

第
22
回
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

日
奈
久
の
若
者
輝
く
！

県
高
文
連
盟
写
真
専
門
部
２
０
２
１
年
度
前
期
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
に
濱
田
理
恵
さ
ん(

大
坪
町)

、
優
良
賞
に
山
下
夢
生
さ
ん(
大
坪
町)

入
賞

い
ぶ
き

「
こ
の
町
で
」(

３
枚
組)

八代白百合学園

１年 濱田理恵さん

八代白百合学園

１年 山下夢生さん

第
22
回
目
を
迎
え
た
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」(

実
行
委
員
長
今
田
徳
次
郎

氏)

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
俳
句
と
絵
手
紙
・
俳
画
の
募
集
、

お
り
や
公
開
、
句
板
町
中
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
イ
ベ
ン
ト
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

俳
句
、
絵
手
紙
・
俳
画
の
募
集
は
９
月
末
に
締
め
切
り
、
10
月
上
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
審

査
が
行
わ
れ
、
入
賞
者
が
次
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

【
入
選
】

前
岡
里
奈
（
東
京
都
町
田
市
中
学
２
年
）
、

寺
岡
望
乃
（
鏡
中
３
年
）
、
内
田
亜
弥

（
日
奈
久
中
３
年
）
、
永
松
大
志
（
龍

峯
小
４
年
）
、
岩
田
康
輔
（
八
代
小
５

年
）

【
選
者
特
選
】

○
前
山
光
則
選

生
き
抜
い
て
冬
夕
焼
ま
で
あ
と
百
歩

ふ
ゆ
ゆ
や
け

髙
田
三
千
子
（
美
里
町
）

○
山
下
し
げ
人
選

隣
り
合
う
墓
も
無
く
な
り
ち
ち
ろ
鳴
く

上
村
益
穂
（
熊
本
市
）

○
米
村
恒
憲
選

八
月
の
折
鶴
一
羽
濡
れ
て
を
り

宇
野
木
邦
子
（
熊
本
市
）

応
募
投
句
数

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
３
２
３
句

一
般
の
部
２
７
０
句

新
潟
県
な
ど
全
国
10
県
か
ら
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

(広告欄)


